
■木の選定理由
　クロキはカキノキ科の植物で琉球在来のもので
ある。常緑広葉樹の中高木で種子も入手し易く、
本村の自然条件にも適し栽培も容易である。
枝分かれが多く自然のままでも樹形を整えるが、
中・大形盆栽としても一般家庭に普及している。
この木は、樹齢がたつと三味線のさおの用材、建
築材としても利用できる価値のある木である。

■花の選定理由
　ハイビスカスはアオイ科の植物で、俗称アカバ
ナーとも呼ばれ古い時代から人々に親しまれてい
る。
原産は中国であるが本村の自然環境（気候・土
質・潮害に強い等）にも適しており、南国的、情熱
的な花である。花の種類も250種と多く、四季を通
じて色とりどりの花を咲かせ人々の目を楽しませ
てくれる。

名護市 ガジュマル テッポウユリ 2007/10/30

宜野座村 琉球松 つつじ 2007/10/30

村木　フクギ
　フクギ(福木)オトギリソウ科の常緑色の木で、大
地にどっしりと根を張り、平和と無限の繁栄を表し
ます。

村花　ユウナ
　ユウナ（右納）アオイ科黄色の花で和やかな香り
は、平和と純真を表します。

那覇市 ふくぎ ブーゲンビレア 2007/10/30

市木：リュウキュウコクタン【カキノキ科】
　 常緑の中高木で、土質を選ぶことなく岩石の多
い乾燥地にも耐え、台風、潮風、病害にも強く栽培
が容易である。枝葉の分岐も多く、成長するに従
い自然に整う 樹形が美しい。古くから屋敷内にも
植樹され、庭園木としても賞用されてきた。また、
建築材、楽器、家具材等としても使用されてきた。
南城市内の街路樹や公 共施設周辺に数多く植栽
され市民にも親しまれている。

市花：ハイビスカス【アオ科】
　常緑で年中花を咲かせ、土質を選ばず、育てや
すく、街路樹、公園樹、家庭園芸樹として好まれて
いる。また南国を象徴する情熱的な花で、市民は
もとより観光客にも、最も親しまれる花の一つであ
る。観光振興を目指す南城市の将来を象徴するの
にふさわしい花である。

沖縄

市区町村名 木の名前 木の画像 花の名前 花の画像 コメント・備考 入力日

2007/10/29

恩納村 フクギ ユウナ 2007/10/30

中城村
クロキ

（リュウキュウ
コクタン）

ハイビスカス

2007/11/2南城市
リュウキュウ

コクタン
ハイビスカス



「ガジュマル」は、年中葉 は青々と茂り、大地に
しっかりと根をおろし、如何なる風雨にも耐え、素
朴さの中に力強さのある常緑樹で、糸満人の伝統
的な生き方に深く共通している。糸満 市も、ガジュ
マルのようにしっかりした基盤の上に、ゆるぎない
発展を遂げたいという意をこめて、市木として選定
した。

「日日草」は、手軽 に育てられる花である。葉は常
緑でつやがあり、花は紫、紅、白などがあり、かれ
んで広いところに群生させると目の覚めるような景
観となる。また、その名は 年中つぎつぎと開花す
るところからきており、炎天下でも咲きつづける強
い生命力を持っている。日日草は、ビンカ草の一
種でビンカは、ラテン語の「結ぶ」 「連結する」の意
味を持っており、望ましい市花として選定した。

【リュウキュウコクタン】
　樹皮は平滑で黒褐色、小枝は灰褐色で1年枝に
は多少絹毛があり葉はかたい。
　家庭樹、道路緑化樹、公園樹、盆栽、また昔から
三味線のさおとして重宝がられている。
（平成８年１月１１日制定）

【サンダンカ】
　花もちが長く、年２～３回開花し彩りもあざやか
で、亜熱帯的花木である。
　繁殖、苗の確保も容易であり、庭園、鉢植え、公
園花木といしても用途が広い。
（昭和５０年１２月９日制定）

金武町
クバ

（和名：ビロウ）
サクラ 2007/11/8

宜野湾市 キク
年中栽培ができ、花もちが長く多色である。苗の確
保、栽培管理及び繁殖が容易である。
（昭和50年12月9日制定）

2007/11/12

【ビロー】
方言名は「クバ」で、沖縄の暮らしに根付いた木。
風雨に強く逞しく、常に沖縄と共にあることから市
の木として広めています。

【ハイビスカス】
南国の太陽と緑に映える、真っ赤なハイビスカス。
美しさと朗らかさを持ち合わせ、そして誇らしく咲く
姿を沖縄市の象徴としています。

木の名前（センダン）
センダン科の落葉の高木。４月から６月頃開花し、
淡い紫色の花を咲かせます。

花の名前（フィリソシンカ）
マメ科の常緑高木。花はツツジの花に似ていて、
冬に開花します。北谷町の花に指定されていま
す。

糸満市 ガジュマル 日日草 2007/11/5

2007/11/7宜野湾市
リュウキュウ

コクタン
サンダンカ

2007/11/13

北谷町 センダン フィリソシンカ 2007/12/14

沖縄市 ビロー ハイビスカス


